
点数 各項⽬20点満点

1267 ⼼当たり ⼀般審査員A 17 16 16 16 16 81 王道中の王道の怪談だと思う。すべての要素がバランスよくまとまっており、
⽋点はとくに⾒当たらない。だが、それ故に、突出した強みも特にないように
感じた。とはいえ、全体的なまとまりがよすぎて、改善点を指摘しろと⾔われ
ても難しい。減点はとくにないのだから、加点⽅式で、語り全体の調⼦を⼯夫
したり、ディテールにこだわってみたりして、⾊々要素をプラスしていくと、
もっとよくなるのではないかと思う。他の怪談への指摘でも⾔及しているが、
主に「狂気」をプラスするといいと思う。また、語り⽅を⼯夫すると、同じ内
容を語っていても、さらに怖くなったり、ユーモアが出たりするので、⾊々と
試してみると⾯⽩いかもしれない。

1267 ⼼当たり ⼀般審査員B 12 10 8 10 10 50 何⼈かに恨まれてる⺟親って考えると、嫌ですね。しかも、恨まれてるのがわ
かってて、笑ってるのは本物ですね。

1267 ⼼当たり ⼀般審査員C 18 19 15 15 19 86 お⺟さんの「そっちかぁ〜」という⾔葉から、お⺟さんの業の深さを感じる。
⼀体、お⺟さんは過去に何をしたのか…。お⺟さんの「そっちかぁ〜」に意外
さと鋭さを感じ、得点を⾼めにしました。

1267 ⼼当たり ⼀般審査員D 18 17 19 17 18 89 怪異からの⼈怖への流れが⾒事でした。怪異が旧姓で呼ぶところにユーモアを
感じました。しかし、その分「その時の」お⺟さんへの深い恨み⾟みを感じま
す。特に後半の畳み掛ける不気味さは堪らなかったです。考察が⾊々とできる
内容でしたが、⺟の秘密は知らないでいた⽅が良さそうですね…

1267 ⼼当たり ⼀般審査員E 16 16 17 18 17 84 この⺟親は思い当たる⼈物が⼆⼈いる、どのような経緯で「殺して」とまでい
われるのか。⺟親に何も聞けないでいるとあるが、この⺟親ならかる〜く笑顔
で詳細に教えてくれると思うし⺟親にとって、そのこと⾃体きっと⼤したこと
ないのだろう。しかし、気になったのは、30歳前後の⾒窄らしい格好、⼥性に
しては短い髪型、若⽩髪など、ものすごくハッキリ⾒えたんだということ。そ
れだけ思いが強いのかもしれないけれど、憎い相⼿の⼦供に殺⼈を依頼すると
はマヌケな気がする。もしかするとターゲットは⺟親ではなく、『サクマ』を
名乗る⺟親の家系の誰かのことだったりして。

1267 ⼼当たり ⼀般審査員F 18 17 17 16 17 85 お⺟さんのサイコっぷりが怖い。普通、⾃分を殺して、なんて訴える幽霊が出
た、なんて聞かされたら怖くて動揺するだろうけど、明らかに⼼当たりがあっ
て、嬉しそうに微笑むとか、ヤバいですね。しかも、思い当たる⼈物が⼆⼈も
いた、というのは驚きと共に、お⺟さんの⼈間性を疑いますね。相⼿から殺し
たいと思われるくらいの虐めを過去にしていたのでしょうね。そんな態度をと
られたら、確かに何も聞けなくなりますね。何となくですが、息⼦さんの前に
現れて訴えるだけで、⾃分では直接何も出来ない事すらバカにしているような
雰囲気もお⺟さんに感じて、余計に怖く感じました。

1267 ⼼当たり ⼀般審査員G 15 15 10 15 15 70 ラスト⼀⾏で印象がひっくり返る。そんなショート怪談。怖さとユーモアが共
存する、意外性のあるオチが秀逸ですね。「そっちかぁ…」の⼀⾔で済ませて
いるのが良い。「⼥性にしては短い髪型」も⼥性が望んだ髪型なのか、違うの
か。考察が膨らむよいショート怪談になっていると思います。

1267 ⼼当たり ⼀般審査員H 16 16 14 15 15 76 シンプルに怖かったです。⾃分の部屋の前に、度々誰某を殺してくれなんて⾔
う存在が現れる上に、殺して欲しい相⼿がどうやら⾃分の⺟親らしいなんて。
そして、⺟親の微笑み。怖っ。鋭さ、ここも⼀⽂⼀⽂を簡潔にしつつストー
リー展開の邪魔をしていない。現れては消える⼥の存在感と⺟親の空恐ろしさ
がよく出ています。新しさ、怪談でありつつ⼈怖ですがありきたりにならず
に、成⽴しています。当の息⼦に「サクマ=⺟親を殺して！」と叫ぶ⼥も、そ
の話を聴いて微笑む⺟親も、「何故か」の所が⼀切明かされないばかりか、仄
めかすことすらない。読み⼿に考察させる点が良いですね。ユーモアさ、ここ
は⽂字通りのユーモア、という訳ではなく「⽣きてる⼈間が死者よりも怖
い！」と痛烈に感じた点です。怖さも⼀周回ると笑いに転じます。意外さ、⼥
が殺したいほど恨んでる当の⺟親でなく息⼦の⽅に現れる展開ですかね。恨む
相⼿も同じ家の中にいると⾔うのに。死んでもなお、この⼥は⾯と向かって主
⼈公の⺟親に逆らえない何か、恐れを抱いていたのでしょうか。

1267 ⼼当たり ⼀般審査員I 13 11 12 11 11 58 ⼼当たりがあってそれがどっち？って笑っちゃいました。しかもそっちかって
２択をを外した感じで（笑）それより何で恨まれてるのか？⾃分のお⺟さんの
そんな⼀⾯を知ったらめちゃくちゃ怖いかもしれない。

1267 ⼼当たり ⼀般審査員J 18 15 15 17 15 80 息⼦に⺟を殺せと伝える霊とは、どんなものなのだろう？そもそも⺟のリアク
ションも⾮常に怖かったところも良かった。

合計 161 152 143 150 153 759

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1249 後悔か、愉悦か 半分王 ⼀般審査員A 15 14 14 15 16 74 上⼿くオチのついた四コマ漫画のような怪談。深そうなタイトルとは逆に、そ
こまで深い話ではないような気がする。錯乱の狂気や幻想を出そうとするとき
には、⼩ぎれいにまとめすぎないほうがいいと思う。まとまりがよすぎると、
狂気や幻想と正反対の要素を持ってしまい、深みがでなくなってしまう。話の
筋⾃体はしっかりしているのだから、語り⽅をもう少し⼯夫することによっ
て、意外さを減らすことなく、その他の要素を底上げできるのではないかと感
じた。なんにせよ、⾜りないのは狂気。筋がしっかりした怪談は、狂気を獲得
することによって、⾼レベルになると考えています。

1249 後悔か、愉悦か 半分王 ⼀般審査員B 10 10 9 8 7 44 ⾦縛りと殺⼈は関係があるのかわかりませんが家族を殺したから、そういう夢
を⾒るのか、実際に⾃分みたいな奴が家族を殺したのか。可能性が⾼いのは⾃
分で殺した⽅ですかね。

1249 後悔か、愉悦か 半分王 ⼀般審査員C 16 18 12 10 18 74 最初は幽霊系かと思ったが、⼼的外傷系と思いきや、犯⼈は⾃分⾃⾝。。。悪夢
が現実になったかのような後味の悪さ。悪い意味で裏切られた作品。

1249 後悔か、愉悦か 半分王 ⼀般審査員D 18 19 16 17 17 87 スピード感を感じさせてくれる書きぶりで何がくるんだろうと最後までぞくぞ
くさせていただきました。⾦縛りで何もできないもどかしさと家族に迫る危機
を何とか回避しようとする必死さが伝わってきました。そして最後のどんでん
返し。まさか…？と思いつつ、実際にその通りになってしまった時の絶望を体
験者の⽅と⼀緒に味わってしまった気持ちになりました。この⽅はこれからど
うなるのか、とても後味が悪くていい話でした。

1249 後悔か、愉悦か 半分王 ⼀般審査員E 18 17 16 14 17 82 ⽬覚めろ！とは⾃分に⾔っているようだ。覚醒しなければこうなることを予感
して、でも今回はもう⼀つの衝動に負けた。信じられなかったとは⾦縛りにあ
うたびに⽬的を果たせなかったが、家族を殺してついに成し遂げた達成感から
⼤きな喜びを感じたことだと思う。タイトルにあるように喜びに浸っている彼
の後悔とはただひとつ、家庭を持ったために⾝動きができなくなり、⼈⽣を縛
られてしまった。その思いが衝動を起こしたように感じてしまう。⾦縛りより
⼈⽣を縛られてしまうほうがはるかに怖い、リセットしたい願望は誰でも抱い
ていると思う。

1249 後悔か、愉悦か 半分王 ⼀般審査員F 16 16 15 14 17 78 ⽬覚めると、そこは病院のベッドの上だった…というのはよくあるシチュエー
ションですが、⼊院中に⾒た夢は果たして悪夢か現実か…。最初は寝ている時
に⾦縛りに遭った主さんが⾒知らぬ霊によって妻と⼦供を殺されたのかと思っ
たけれど、そうではなかった。妻と⼦供を殺したのは他ならぬ主さん⾃⾝だっ
た、というのは意外ではありました。何が原因でそんな事をしてしまったのか
は知る由もないけれど、⾃分の家族を⼿にかけ、命を奪うというのは実話では
なくても何だか⼼苦しくなってしまう。

1249 後悔か、愉悦か 半分王 ⼀般審査員G 18 15 10 10 15 68 怪異なのか、⼈怖なのか、考察が膨らむ怪談。「部屋に⼊ってきた男は⾦縛り
にあっている⾃分だった」というオチに繋げる点と、オチの後の先が少々弱い
ように感じました。殺⼈犯は⾃分なのか、この⾃分は本当に⾃分なのか。そん
な愉快な匂わせがあると良かったな…と感じました。

1249 後悔か、愉悦か 半分王 ⼀般審査員H 15 15 16 10 17 73 話の⼊り⽅が緊張感があって良いですね。怖さ、いきなり⾦縛りにあっている
主⼈公登場から始まり、何者かが部屋に⼊ってくるそして、、からの急転直下。
最後の種明かし。怖いと思います。鋭さもなかなか。主⼈公の⾒た悪夢？い
や、現実か。の中の何者かが明かされるまでの⼀連、切れ味鋭い。新しさ、⾦
縛りという⼿法を使いながらも最後までなかなか読み⼿にオチを予測させない
点が新しいと感じました。ユーモアさ、ここは難しいかな。評価が。結局、主
⼈公が家族を、、、という事なんでしょう。いやー、ユーモアさをここに⼊れ込
むの難しいのでは？強いて⾔うなら、愛する家族を⼿にかけたのは他ならぬ⾃
分であった、と夢を通して気付かされた主⼈公でしょうか。⽪⾁さという点で
の可笑しみはえるかもしれませんね。意外さ、ここはぎりぎりまで種明かしを
せず、読み⼿を上⼿く誘導していく点でしょうか。物語の中に引き⼊れるのが
上⼿い。

1249 後悔か、愉悦か 半分王 ⼀般審査員I 12 11 12 10 12 57 ⾦縛りから⽬覚めるまでが夢だったのでしょうか。夢の中で⾃分の犯⾏を⾒て
いたってことでしょうか。⾃分で殺した家族の遺体を⾒て半狂乱になったの
か。⾃分が殺したことすら忘れて半狂乱になったのか。不思議です。

1249 後悔か、愉悦か 半分王 ⼀般審査員J 18 15 18 13 18 82 どういうこと？って⾔いたくなる事象だった。記憶を第三者⽬線で思い出して
いるのか？ドッペルゲンガーのような話なのかよくわからないというところが
⾯⽩かった

合計 156 150 138 121 154 719

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1270 ⼿向け 那夜あやな ⼀般審査員A 16 14 14 15 15 74 最後の⼀⾔が余計だけど、これがなかったらそもそも怪談として成⽴しないの
よね。あまりにも最後の⼀⾔に賭けすぎていて、それが無ければ怪談として成
⽴しないまでになってしまっている。少しバランスが悪いように感じた。それ
が悪いわけではないのだが、個⼈的にはあまり好きではない。⾊々な意⾒が
あっていいと思うが、全体としての評価をしようとしてもできないところに、
私はどうしても引っかかる。これは本当に意⾒が分かれると思う。⾼くつける
審査員もいるだろうし、低くつける審査員もいるだろう。私はその中間あたり
の点数になると思う。

1270 ⼿向け 那夜あやな ⼀般審査員B 8 6 8 5 6 33 意味がわからないので怖く無いって感じです。⽣きてない猫が好きっていうの
も微妙だし。猫好きな理由が実は！みたいなしっかりしたオチが欲しかったで
す。

1270 ⼿向け 那夜あやな ⼀般審査員C 16 18 18 10 20 82 「ねぇ、ばっちゃんは⽣きている猫が好きやったんかな」という最後のセリフ
でおばあちゃんに対する優しいイメージが⼀変する。意外な展開に⾼得点を付
けました。広島弁で猫の話をされると、尾道市を想起しますね。

1270 ⼿向け 那夜あやな ⼀般審査員D 15 12 17 16 16 76 途中⾃分が感じた違和感が気の所為ではなかったかもしれない、実際気の所為
だったのかもしれない、とざらりと後味が悪い結末でした。お線⾹の話は興味
をそそられました。お墓の傍らに、何故⽣きている猫ではなく息絶えた猫がい
るのか。お姉さんが思っている通りだとすれば、お祖⺟様はなぜ⽣きた猫を求
めなかったのか。お祖⺟様は⽣前、⽣きた猫に良からぬことをしていなかった
だろうか。考察もそんなネガティブなものばかりになってしまいました。

1270 ⼿向け 那夜あやな ⼀般審査員E 18 16 17 19 18 88 祖⺟がよく⾔っていたという、猫が好きの意味は猫が好物ということだろう。
最近では室内飼いが増えて、野良猫もあまり⾒かけなくなってきたから、譲渡
会へ⾏っていたのかもしれない。そして、何度もお墓参りに⾏っているうちに
間違いなく猫の何が好きなのか、姉はある⽇気づいちゃったんだね。同類だか
らわかってしまう『祖⺟は⽣きている猫(猫の⽣気)が好きだった、私は死んだ
猫(猫の死臭)が好きだよ』って。線⾹になぞらえて、そう投げかけているよう
だ。そう促して、あなたはどっちが好き？と聞いているようでもある。私は、
⼈の趣味嗜好の怖さを感じてしまう。

1270 ⼿向け 那夜あやな ⼀般審査員F 16 14 14 14 16 74 これは、お姉さんが亡くなったお婆ちゃんのお墓に、⽣前猫が⼤好きだったか
らというので、猫の遺体をお墓にお供えしてた、って事ですかね？だとした
ら、お姉さんが怖いです。お姉さん、⽣きてる猫が好きだったんかな？って…
、普通にそりゃそうでしょうよ。それ以前に、猫はお供えするもんじゃないで
すから。お婆ちゃんも天国で悲しんでいるんじゃないでしょうか。感覚的には
意味がわかると怖い話、のような感じですかね。お姉さんが衝撃の呟きをしな
ければ、ちょっと気味は悪いけど、死後も尚猫から慕われるお婆ちゃんのいい
話で終わっていたのかもしれませんね。

1270 ⼿向け 那夜あやな ⼀般審査員G 15 10 10 6 20 61 序盤の「もったいなか〜」に違和感を感じてドキドキしました。読了後にその
違和感の答え合わせをして厭な気持ちになりました。お墓参りに⾏くといつも
猫の死骸があるって…異様すぎますよね。それを微笑ましく感じてる点も厭な
感じ。気持ち悪さの連鎖が⽌まらない語彙のチョイスが素晴らしいと感じまし
た。

1270 ⼿向け 那夜あやな ⼀般審査員H 15 15 16 16 17 79 思わず怯む感じが何とも⾔えない良さがあります。怖さ、⽣前にっこりと猫を
⾒つめていた祖⺟。てっきり純粋に猫好きかと思いきや、、まさかの展開。怪異
でもありそれ以上に⼈怖でもあると思いました。鋭さ、簡潔に分かりやすく、
説明的にならずに上⼿く情景描写がされていて、なおかつラストの姉の呟き。
切れ味良いですね。新しさ、猫をキーワードに持ってきつつ、猫が起こす怪異
では無く、、祖⺟が何某かを⾏なっていたのでは！？という展開です。そういう
使い⽅があるんだなぁ、、と感じました。ユーモアさ、ラストの姉貴の⼀⾔で
す。⼤きい爆弾投下したな、おい。と、びびってしまいました。こう⾔う最後
にドカンと来て締めくくる展開、⾯⽩いです。意外さ、祖⺟が⽬に⾒えて、何
かをしていた、恐らく死後でさえも、という具体的な表現は⼀切省きながら
も、しっかり意味する所は伝わる点です。

1270 ⼿向け 那夜あやな ⼀般審査員I 12 11 10 11 12 56 2回読んだけどよくわからなかった。おばあちゃんは猫が可哀そうで多頭飼い
をしていたのではなく⽣きてる猫を殺していたってことですか？それで猫が恨
みか何かで、おばあさんの墓で死ぬのですか？読解⼒がなくて申し訳ない

1270 ⼿向け 那夜あやな ⼀般審査員J 17 16 17 18 18 86 祖⺟は、何者だったのかが深みがある良い話だったと思う。後味の悪さと薄気
味悪さがよく詰まっていて、ブラックユーモアの要素も⼊っていて、良かっ
た。

合計 148 132 141 130 158 709

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1260 ロウリュ 落合ちゃん ⼀般審査員A 14 14 14 16 14 72 こちらもとりとめがない。サウナという要素はそれほど活かされておらず、こ
れなら別にサウナじゃなくてもいいと思った。サウナといえば、「熱さ」や
「中の独特の雰囲気」といった、怖さにつながりそうな要素がたくさんあるの
に、それが活かされていないと思う。描写がやたら細かいのは凝っていると感
じるが、これは怪談である。怪談でしかできないことにもっと凝っていくべき
だと思う。最後はなんかさわやかに終わってるし。サウナに誰か謎の⼈がいた
り、扉がいきなり開いたりするよりも、個⼈的には「暗くなったサウナに⼀⼈
で閉じ込められる」とかのほうが怖い。

1260 ロウリュ 落合ちゃん ⼀般審査員B 9 8 10 9 9 45 透明⼈間かあなたには⾒えない⼈だったんですね。霊では無いと思いますよ。
サウナが好きな霊なら喜ぶでしょ。

1260 ロウリュ 落合ちゃん ⼀般審査員C 12 16 18 20 18 84 幽霊もサウナに⼊るのか…という所でシュールな笑いがこみあげてくる。怖さ
はそこまででしが、それ以外の項⽬は⾼得点としました。

1260 ロウリュ 落合ちゃん ⼀般審査員D 15 14 17 18 15 79 個⼈的にはサウナ未経験者ですが、サウナ内の様⼦がとても分かり易くサウナ
の蒸し暑い空気が伝わってくるような気がしました。整うために⾏ったサウナ
でこんな体験したらせっかく暖まった体が冷えてしまうのでは…と思いまし
た。ただ、死後も通いたくなるほどいいサウナなら私もちょっと⾏ってみたい
と思ってしまいました。

1260 ロウリュ 落合ちゃん ⼀般審査員E 18 16 16 18 16 84 サウナ好きはロウリュ好きなようで、好みの⾹りもあるらしい。好きな⾹りで
熱気を充満させて浸っている空間は、さぞ満⾜だろうとテレビドラマを思い出
させてくれる。深夜に⼀⼈きりのサウナなら誰に遠慮することもなく、好きな
ように⽔をかけ『これで最⾼にととのえられる』と思っていたに違いない。こ
の幸せな気分をぶち壊す声が響き渡ったとき怖かったのか、それとも怒られた
と思ったのか、はたまた恥ずかしさが込み上げたのか、想像するとその光景は
おもしろい。声の持ち主はサウナ好きの霊なのかサウナの神様か？しかし、ド
アを開けて出ていったので私としては透明⼈間であって欲しいかなあ。

1260 ロウリュ 落合ちゃん ⼀般審査員F 15 14 15 16 15 75 怖さよりも、どこかユーモアさ、⼈間っぽさを感じるお話でした。私は蒸し暑
さの中に⻑時間じっとしているのは苦⼿だし、本格的なサウナには⼊った事が
ありません。なので、肌が痛いと思えるような熱気が充満する空間に満⾜する
感覚は理解出来ませんが、霊さんからしてもやりすぎだ、と突っ込みを⼊れら
れる程、その空間の熱気は尋常ではなかったのでしょうね。暑さに耐えきれな
かった霊さんにちょっとほっこりして親近感を感じました。

1260 ロウリュ 落合ちゃん ⼀般審査員G 10 10 15 20 15 70 オバケのくせに健康への意識が⾼すぎませんか。オバケも整いにくるんだ
（笑）確かにジメジメした閉鎖的な空間ではあるので、オバケが好みそうです
（笑）おもしろい。ショート怪談のスピード感を活かした怪談に仕上がってい
ると思います。

1260 ロウリュ 落合ちゃん ⼀般審査員H 12 10 13 14 14 63 恐ろしい系ではなく怖⾯⽩い系統の物語でした。怖さ、シンプルに⽬に⾒えな
い何かに深夜のサウナで囁きかけられる、という点の怖さは感じました。た
だ、限られた⽂字数の中だと簡潔な⽂章になるので、ゾッとするかと⾔うと、、
少し弱いですね。鋭さ、主⼈公⽬線から⾒て⽇常から⾮⽇常へと⼀瞬にして恐
怖に変わる瞬間の⼼理描写が無いので、鋭さは感じませんでした。新しさ、サ
ウナで声だけが聞こえる怪異に出くわすというシチュエーションが新しいなと
思います。ユーモアさ、⽬に⾒えない存在が主⼈公を脅かすわけではなく、ク
レームを⾔ってるという場⾯が笑えます。元は⼈間ですもんね。意外さ、前半
のサウナに⼊っている場⾯からどう怪談に持っていくのか？不思議だったので
すが、あ！そういうパターン！⾔葉だけなんだ、⽬には⾒えないままなのね。
と思ったのと、そそくさと幽霊が出ていった点。意外でした。

1260 ロウリュ 落合ちゃん ⼀般審査員I 11 12 10 11 11 55 幽霊さんもサウナに⼊るし適温もあるんだなってクスッとしました。そして
しっかりお怒りになる（笑）かわいらしい幽霊さんだなと思いました。次は幽
霊さんと仲良く⼊れるといいですね。と私は怖いよりほっこりしましたが、
きっと⾃分の⾝に起こったら間違いなく芯まで冷えたと思います。

1260 ロウリュ 落合ちゃん ⼀般審査員J 16 14 18 18 15 81 サウナで、怪談なんだと思うが、ウィットが効いた⾯⽩い話だった。⾒えない
⽅もサウナを楽しむことがあるのかと思わせるところも良かった

合計 132 128 146 160 142 708

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

キレイな部屋 ⽊綿めも ⼀般審査員A 17 14 14 14 14 73 怪談としてはあまり評価できない。ただ起こったことが事実として語られてい
るだけだからである。しかし、表現したいものが、祖⽗の狂気からくる怖さで
あることだけは伝わってくる。しかし、怖さ以外の要素が微塵もなく、怪談を
怪談⾜らしめている何かが⾜りないように感じた。ただ怖い話を語ることが怪
談なのだろうか。私には正直評価を下す資格はない。しかし、私⾃⾝多くの怪
談を読んできた（聞いてきた）経験から、これを怪談として⾼く評価すること
は難しい。だが、このように評価をしてしまうことは、「怪談」が持つ奥の深
さを損なうことにはならないか。⾊々と考えた挙句に、この点数とした。

キレイな部屋 ⽊綿めも ⼀般審査員B 10 8 9 10 8 45 怖さのポイントは蛆⾍の死骸ですかね。死んでから飲み込んだみたいなことで
しょうか？ですがそこに怖さは感じませんね。どちらかといえば不思議です
ね。

キレイな部屋 ⽊綿めも ⼀般審査員C 18 20 20 12 16 86 そこまでして迷惑を掛けない様に徹底しなくても…。狂気を感じる新しいタイ
プの作品でしたので、鋭さと新しさの項⽬を⾼めに設定しました。

キレイな部屋 ⽊綿めも ⼀般審査員D 18 16 17 17 17 85 ⾊々な意味でぎゃーーー！と叫びたくなるような内容でした。⼈様に迷惑をか
けない、を信条にしていたお祖⽗様がこのような最期を迎えるなんてとんでも
ない⽪⾁だと感じました。何をしたらこんな事態に陥るのか…⼼掛けに関係な
く怪異に飲み込まれてしまったのか、孫には⾒せなかった裏の顔があったの
か。どちらだったのか確かめる術はないものの、後者でないことを祈ります。
鋭さよりもどんよりと纏わりつくような、重く薄暗い雰囲気の⽂章だと感じま
した。

キレイな部屋 ⽊綿めも ⼀般審査員E 18 16 17 16 17 84 「⼈様に迷惑かけらんねぇ」という呪いの⾔葉が⼝癖の祖⽗。きっと、⾝辺を
整理して、とことん断捨離しつくして、あとは⽣ごみの⽇に出してもらえるこ
とを祈りつつ⾃殺したんでしょう。発⾒時の様⼦から通常ならものすごい腐敗
臭とたくさんの⾍が這いずり回ってるであろうに、呪いの⾔葉が⼝癖だっただ
けあって、それすらもコントロールしてしまったことに頭が下がります。お孫
さんが来るまで死してなお、湧き出す悪臭と⾍の駆除をしていたのかと思うと
「⼈様に迷惑かけらんねぇ」という⾔葉が呪いであると⽴証できてしまう。描
写はちょっとグロいと思ったけれど、思い通りには死ねないものだとつくづく
感じた。

キレイな部屋 ⽊綿めも ⼀般審査員F 16 15 16 13 15 75 ⾃分の⼝癖を死してまで、尚、固持していたお爺さん。ある意味⽴派だと思う
し、凄い事ではあるけど、そこまでやりますか。それを実際に⾒たら引いてし
まうでしょうね。迷惑と思うかどうかは⼈それぞれだし、受け⼿の感じ⽅に
よって全然変わるので、死後の後始末を気にし過ぎるのもなぁ…。⼈に迷惑を
かけないで⽣きるなんて、実質的には無理だから。⼈は皆、いつか必ず死ぬん
だし、そこはお互い様、と思わなくもない。でも、そうは思えなかったお爺さ
んの極端過ぎる⽣き⽅、死に⽅は怖いと⾔うよりも悲しい。

キレイな部屋 ⽊綿めも ⼀般審査員G 16 18 10 5 15 64 このおじいちゃん有⾔実⾏すぎる。⼈様に迷惑がかからないよう、蛆⾍を選択
するとは…狂気をはらんだ⾏動⼒に読了後は「きしょい…」の感想です。「ま
さかこれで寝起きしていたのか」と孫視点の感想ではなく、状況説明を畳み掛
けた⽅が異質な様⼦を読者が想像して、より気持ち悪さが伝わるかもしれませ
んね。

キレイな部屋 ⽊綿めも ⼀般審査員H 11 10 12 13 13 59 これはなかなかに評価しづらい所です。不気味ではあるし、怪異譚でもあるの
ですが、、、。怖さ、正直伝わりにくいです。おじいさんの死に様は異様ではある
し、それを⾒つけた時の主⼈公の驚愕ぶりも想像はできます。ただ、読み物と
して伝わりにくい。どこか⼀⽂でも得体の知れない何かの存在を⽰唆するもの
が欲しい所です。鋭さ、この点も祖⽗の死に⽅や最後の⼀⽂での「⼤量の蛆⾍
の死骸が飲み込まれていた」等の描写である程度担保できてはいます。が、怪
奇としての表現として捉えると弱いです。新しさ、「⼈様に迷惑はかけられな
い。」と⾔っていた祖⽗の矜持なのでしょうか。ゴミ袋に包まり、ゴミ箱の中
で事切れていたというのは。とは⾔え、最後の⼀⽂。蛆の死骸が⼤量に飲み込
まれていた、とありますが祖⽗が⾃らそうしたのか？それとも？と感じる部分
もあり、その点で新しさを感じました。ユーモアさ、これについては⼀点。祖
⽗の死に様です。不気味だし気持ち悪い！が、それ故に⾯⽩い！意外さ、重複
しますが主⼈公がみまわれる怪異が、⾃分の祖⽗がゴミ箱の中で事切れてい
た。更に、後⽇聞かされた事は、、、です。あと個⼈的に主⼈公がまるで怖がっ
てる様⼦が無い点。どうとでも取れる所です。

キレイな部屋 ⽊綿めも ⼀般審査員I 11 11 10 10 10 52 死んだ後の処理まで⼈に迷惑を掛けちゃいけないってことですよね。それでこ
こまでするって異常だな。ある意味ヒトコワですね。最初、⻭を⾷いしばって
いて体内に蛆⾍ってどういうことかと思ったけど、最初の⽂章を読み返してそ
ういうことかと（笑）死んだあとの処理くらい遺族に任せてほしいなと（笑）

キレイな部屋 ⽊綿めも ⼀般審査員J 18 15 15 15 18 81 ⼈様に迷惑をかけないように⽚付けていったのか？と思わせるところも良かっ
た。また⾃分の死体についてもきれいにしているところも驚いた。

合計 153 143 140 125 143 704

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

夜釣り 那由多 ⼀般審査員A 16 14 15 15 15 75 とりとめがなさすぎる。おそらくこっちに⾊々想像してほしいのだろうが、こ
ういう話はとりとめなくするよりも、⼀本筋の通った語りをするほうがよいと
思う。たとえ実話であるがゆえに、こういう語り⽅になっているのだとして
も、もう少しまとまった語り⽅ができるのではないか。通り過ぎたはずの奴が
後ろにいるのはシンプルに怖いし、海という重要な要素も持っている。語り⽅
次第ではもっと怖くなったと思うし、まとまりが出ることによって、他の要素
にも加点できた。なんかもう少し⾊々できたようで⻭がゆい。せめて「海」と
か「釣り」だけはもう少し活かしてほしかった。

夜釣り 那由多 ⼀般審査員B 9 8 8 7 8 40 霊なのか⼈なのか妖怪なのかわからないですね。⽬的もわからないし、喋りか
けてからの⾏動もなんか変だし、リアルな体験談はこんな感じなんですかね。

夜釣り 那由多 ⼀般審査員C 20 18 12 10 16 76 ⼀度通り過ぎた後に背後にいる展開がとても恐怖。⼥は地縛霊なのだろうか？
夜釣り 那由多 ⼀般審査員D 17 16 17 17 18 85 場に不釣り合いな存在がいる違和感と不気味さのバランスがとても良かったで

す。何だろう、と思っている間に距離を詰められるとパニックになるものの、
本当に落ちていたら⼤変と妙に冷静に⾏動してしまうのはとても共感できま
す。そして後になって恐怖がくる…といったところでしょうか。話しかけてく
るということは、⾃分の存在に気付いて欲しいのか、本来は明るい⽅だったか
らなのか。少し可愛さを感じつつ、⾃ら命を絶ってしまったことを後悔してい
るのかもと感じさせられる内容でした。

夜釣り 那由多 ⼀般審査員E 18 16 15 15 17 81 岸壁の夜釣りは靴⾳が響くくらい静かな環境で、かなり暗いのだろうと想像で
きる。すすり泣きながら通り過ぎる⼥性は、その場所に不似合いな様⼦で釣り
を楽しむために来たのではないことがすぐにわかる。この時点で少々気味が悪
い。そして通り過ぎてくれたことにホッとしている瞬間に、背後から声を掛け
られた時の怖さが伝わってくる。暗闇に近い静かな状況だと、やけに⽿が⾳に
対して敏感になるものだ。靴⾳、すすり泣き、声、⽔の⾳など、⾳響効果は抜
群だと思った。しかし、なぜこのようなときの服装は⾚いワンピースなのだろ
うと疑問を感じてしまう。

夜釣り 那由多 ⼀般審査員F 17 16 14 16 16 79 釣りに纏わる怪談話はよくあると⾔えばありますが、夜釣りの釣り場に不釣り
合いな⾚いワンピースを着た⼥。そんな⼥が突然暗闇から現れれば、それは霊
でも⽣きている⼈間であっても驚くし、怖い。啜り泣きながら通りすぎて⾏っ
た⼥は、初めは普通に⼈なのかと思いきや、暗闇に消えて⾏ったはずの⼥がま
た突然、後ろから「釣れますか？」なんて声をかけてきたというのなら、やは
り⽣きている⼈ではなかったのでしょうね。突然現れたり、話しかけてきた
ら、きっと怖くて⼼臓が⽌まりそうだ。再び⼥が去って⾏った後、ボチャンと
⾳がしたのに落ちたような形跡がなかったのは、やはり霊だったからなんで
しょうね。過去にその辺りで⾶び込んで亡くなった⼥性の霊なのかもしれない
ですね。

夜釣り 那由多 ⼀般審査員G 15 10 10 10 10 55 厭なものが釣れてしまった…そんな印象を持ちました。暗闇と海⾯の漆⿊に⾚
いワンピースが浮き出る印象的な怪談になっていると思います。尖った恐怖は
感じませんが、絶対に遭遇したくないぃぃ！！と思いました。だってそれが罠
で⾃分が落とされたら厭ですから。

夜釣り 那由多 ⼀般審査員H 13 15 16 14 15 73 コンパクトにまとまってますが、それでいて怪異譚として成⽴しています。怖
さ、暗闇から突如現れた⾚いワンピースの⼥、もうこれだけで怖い。そして
さっていったはずの⼥がいきなり背後に⽴っていた。なかなかの怖さ。ただ、
敢えて⾔うなら⼥がどんな⾵に不気味なのかの表現も欲しい所でした。鋭さ、
ここは必要最低限の⽂章で⾒に起こった怪異を表現仕切っている点です。新し
さ、ここも⾚いワンピースの⼥が突如として登場するけれども、何かしてくる
わけではなく、ラストの⼀⾏で海に⾶び込んだであろう事が分かるのみ、とい
う話の持っていき⽅です。ユーモアさ、明らかに死んでいるであろう⼥、であ
るにも関わらず夫婦共々あまり怖がっていない、と⾔うより状況が呑み込めて
いない様⼦。案外いざ遭遇してみるとこんな反応になるのかもなぁ、と感じま
した。意外さ、最後に「次の瞬間ボチャンと⾳がした」とあり、⼥が⾶び込ん
だであろう事が分かりますが、ここを読んだ時⾶び込みを繰り返すとか、そう
いった⽅⾯に持っていくのかと思いましたが、そこで完結。また、結局、⾚い
ワンピースの⼥が⽣きてた⼈間なのか死んでいたのか明確にされなかったのも
意外でした。

夜釣り 那由多 ⼀般審査員I 11 12 11 10 11 55 ⼀度通り過ぎた⼥の⼈が再び背後から現れて声をかけ。。。死者が同じことを繰
り返しているのなら声はかけないだろうし。。。でも海に落ちたと思われた後、
姿がないということは。。。とぐるぐる考えてしまう不思議なお話でした

夜釣り 那由多 ⼀般審査員J 18 15 14 13 14 74 突然の怖さがとても良かった。結局、この⼥性は、何だったのかわからないと
ころも怖さを際⽴っていた。

合計 154 140 132 127 140 693

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1246 餓⻤？ AN ⼀般審査員A 15 14 15 16 15 75 餓⻤について、もう少し踏み込んで説明してほしかった。⿃肌についての解説
が無駄に詩的で⽂学的だったので、同じ調⼦で餓⻤についても解説してくれて
いるものと思っており、拍⼦抜けしてしまった。餓⻤なのかどうかわからなく
ても、餓⻤の話なのだから、餓⻤について何かしら語るべき。餓⻤餓⻤うるさ
くて申し訳ないが、餓⻤は⼤切な要素である。餓⻤が活かされないんだった
ら、ゾンビでもぬらりひょんでもキョンシーでも、なんでもいいことになる。
餓⻤について書きたいのか、⿃肌について書きたいのか。⿃肌の話ならわか
る。⿃肌についての描写はもはや⽂学。故に、ユーモアに加点した。

餓⻤？ AN ⼀般審査員B 10 11 8 7 10 46 実話なら、かなり興味深い話ですね。聞いた話だと餓⻤は⼩⼈サイズらしく、
家の⽞関に敷居があれば上がってこれないと⾔われています。しかし、遠くか
らでも認識できるくらい⼤きいなら、どんな家でも⼊ってこれそうですね。

餓⻤？ AN ⼀般審査員C 18 16 12 10 10 66 とてもリアリティがあり怖い話。餓⻤が迫ってくる臨場感が素晴らしい。
餓⻤？ AN ⼀般審査員D 20 17 18 16 17 88 読んでいて私も⿃肌が⽴ちました。その姿を⾒ただけでもかなりの恐怖を感じ

ると思いますが、その後の話も不気味で最後までぞくぞくしていました。描写
がリアルなので体験者の⽅の⽬で同時に同じものを⾒ているような気分になれ
ました。ソフトな語り⼝な分、不気味さが際⽴ってとてもこわかったです。

餓⻤？ AN ⼀般審査員E 18 16 15 17 17 83 受験勉強をしている時期に妙なものを⾒てしまうのは多々あるのかもしれな
い。それは深夜であったり⻩昏時であったりすることが多いように思うが、今
回は墓地にいる餓⻤の姿かたちをしっかりと⾒ているので、まだ明るい時間帯
に⾒てしまったんでしょうか。リアル餓⻤がものすごい勢いで、こちらに向
かってくる様⼦に⿃肌が⽴つのもうなずけます。異様な気配を感じたというこ
とは、⾒せられていたんだろうな。もしかしたら、この餓⻤は勢いあまって⼊
る家を間違えてしまったのでは？と思う。⽬指していたのは隣ではなくご主⼈
の家、そう思うと間抜けな餓⻤の⾏動が⾯⽩く映る。

餓⻤？ AN ⼀般審査員F 17 15 16 15 17 80 ⽖先から頭の天辺まで冷たい電流が⾛ったり⾎液が⼀瞬で冷やされるような感
じだったかどうかは定かではないけれど、⾃分もそれなりに全⾝が泡⽴つよう
な⿃肌が⽴つ経験をした事はあるので、雰囲気はわかります。⼼霊的な事が原
因ではなかったですが、本当にゾッとしました。とまあ、個⼈的な話は置いて
おいて、⿃肌が⽴つような経験は出来ればしたくはないですよね。⼭肌の斜⾯
にある墓地に姿を現し、物凄い勢いで隣家の中を突き抜けて⾏った餓⻤のよう
なものの正体は何だったのでしょうね？⽂字通りの餓⻤なのか、或いは死神
だったのか。その⽇に隣家のお爺さんが亡くなっているのは偶然ではなさそう
ですが…。怖いですね。

餓⻤？ AN ⼀般審査員G 10 15 10 15 15 65 これは⾒たくないですね。まさにもらい事故のような恐怖体験。過度な恐怖描
写が無いゆえに実体験のような⽣々しさを感じる怪談ですね。「⾎液が⼀瞬で
冷やされる」から死体を連想しました。投稿者のご主⼈がご無事で良かったで
す。

餓⻤？ AN ⼀般審査員H 10 8 10 12 11 51 ⽂字数が限られる短編で物語としてまとまってはいると思います。が、怖さ、
ほとんど感じませんでした。そもそも餓⻤のインパクトが弱い。どんな⾵に恐
ろしかったのかの表現が欲しい所です。鋭さも殆ど感じません。ご主⼈が体験
した怪異を語る過程に緩急が無く、ぼやっとしています。新しさ、ここも⽥舎
の⼭の怪異という点では新しさは感じません。ただ⼭の怪異として餓⻤を登場
させたのはちょっと珍しくはあると思います。ユーモア、うーん。窓を開ける
と何とそこには餓⻤が猛スピードで駆け下りてきていた、という部分ではユー
モアも感じるのですが。ご主⼈の驚く様、話を聞いた奥さんの反応等、⼈間味
が感じられる部分が欲しいです。意外さ、餓⻤の⽬当て？が隣家のお爺さんで
あったであろう点です。普通、⽬撃した本⼈が標的にされがちだと思うので、、
その点では意外性もあったと思います。

餓⻤？ AN ⼀般審査員I 12 11 12 10 11 56 餓⻤が魂を喰らったということでしょうか？餓⻤。。。お腹だけが’異様に出たあ
れですよね？そんなのが⾛って近づいてきたなんて。。。異様な光景でまさに⿃
肌ですよね。想像するとホントに恐ろしい光景ですね。おばあさんは何故、餓
⻤に狙われたのでしょうね。

餓⻤？ AN ⼀般審査員J 15 14 15 13 12 69 シンプルな怖さがあった。餓⻤が墓場に住んでいるものなのか、あの世の⼊⼝
が墓場にあるのかわかりませんが、そこに連れて⾏こうとしていることを想起
させるところが良かった。

合計 145 137 131 131 135 679
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No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1252 ⼭での怪奇 ⼀般審査員A 16 17 16 14 15 78 ⼦どもの頃にした不思議な体験で、⼤⼈には理解されないということは、⾮常
に多い。その体験は⾃分にとっては確実に存在したものだし、とても怖いもの
である。忘れているだけで、絶対みんなそんな体験の⼀つや⼆つ持っていると
思う。⼤⼈には感じられないからこそ、⼦どもの豊かな感性でしか感じられな
いからこそ、そこには⼤切ななにかが秘められているのだ。その深みに到達し
たとき、それはただの怪談ではなくなる。深みに到達するためには、⼦どもの
時の感受性になって、繊細に注意深く考えてみることだ。この怪談はまだまだ
深くなると思う。

1252 ⼭での怪奇 ⼀般審査員B 8 7 6 8 6 35 ただの⾒間違いか妄想だと思います。⽝に吠えられるのはあなたというより、
後ろにいる⽅に吠えてるんじゃないでしょうか。

1252 ⼭での怪奇 ⼀般審査員C 16 19 16 12 18 81 裏⼭で死んでいたのは本物？その後吠えてきた⽝は本物と⼊れ替わった偽物な
のだろうか？吠えてきた⽝の正体が気になる。ドッペルゲンガー的な⼊れ替わ
り系の⽝versionの作品は新しいので、新しさの項⽬を⾼めに付けました。

1252 ⼭での怪奇 ⼀般審査員D 16 15 18 17 18 84 めちゃくちゃ気味が悪いし、気分も悪くなるお話ですね…何故、こんな不気味
な体験をさせられるのか理解を超えてきているし、何が起きているのか想像も
つきません。理解できないからこそ怖い。⽥舎ののどかな⾵景の中、こんな不
気味なものを⾒せられたくありません…

1252 ⼭での怪奇 ⼀般審査員E 18 16 17 15 17 83 死んで⽣き返った⽝たちは敵意をむき出してくる。何なんでしょうか、よくわ
からない。もしかしたら、⼦どもの頃ときどき近所の飼い⽝を裏⼭へ連れ出し
て殺そうとしていたのかと思うと⽝の反応もわからなくはない。何度か殺し損
ねたのではないでしょうか？殺し損ねた⽝たちが敵意をむき出してくるので
は？脈絡のない内容から「今でも⽝が苦⼿」とは⽝は失敗するけれど、それ以
外は成功しているということを含んでいる気がしてならない。例えば猫などの
⼩動物？それとも⼈？この⼈物にとって裏⼭での遊びは今でも続けている。得
意な対象物は何なのか聞いてみたい。

1252 ⼭での怪奇 ⼀般審査員F 16 15 16 15 16 78 謎めいた不思議怖いお話でした。主さんが裏⼭で⾒た近所の飼い⽝の死体は主
さんだけに⾒えていて、⼤⼈を連れて現場に戻ると死体は消えてしまう。幻と
も思えないけれど、そのせいで⼤⼈達から嘘をつくな、と叱られるのは⾟いで
すね。そんな事が続いたらそりゃ、⼈に話さなくなりますね。死体となった飼
い⽝達は、その後も普通に飼い主と暮らしているのなら、やはり幻だった？そ
の後にその⽝達が主さんを⾒ると威嚇して吠えかかってきたというのもまた不
思議だし謎ですね。裏⼭に何か不思議な⼒があるのでしょうか？まあ、そんな
体験をしたら⽝が苦⼿になるのは当然でしょうね。私は誰にもそのことを話さ
ない…のところ、〝は〟が⼀つ多かったですね（笑）。

1252 ⼭での怪奇 ⼀般審査員G 13 10 10 15 10 58 ねぇ、その⽝の中⾝はなぁに…？そんな⾔葉が喉から出そうになる怪談です
ね。投稿者さんの不思議な体験雑談のようで、正解が読めない内容なので、SF
っぽさもある⾯⽩い情報量だと思います。

1252 ⼭での怪奇 ⼀般審査員H 10 10 11 11 12 54 うーん。申し訳ありませんが、私の読解⼒が⾜りないのか、⽅向性が掴めない
お話でした。何で、どう、怖がらせたいのかの意図が分かりませんでした。怖
さ、何故か裏⼭で時々⽝が死んでいて、それなのに⼤⼈を読んでくると消えて
いる、等確かに現象としては不気味です。でも、これを怖さと⾔うかといえ
ば。。主⼈公が⽝の死体を発⾒する場⾯に緊張感を持たせてみる等欲しい所で
す。鋭さ、これも弱い。起きてる事象の羅列になってしまっています。緩急が
感じられません。新しさ、死んだはずの⽝達が何故か⽣きていて、しかも主⼈
公に吠えかかるようになる。謎な展開。新しさも感じられます。ただ、それよ
りもコレは何？という疑問符が頭に浮かんでしまいます。ユーモアさ、ここは
もう最終的には個⼈の感覚でしかありませんが、この⽂⾯だけでユーモアさを
感じるのは難しいです。まぁ、最後⽝に⽛剥いて吠えかかられるようになって
しまった主⼈公には、同情と可笑しさも感じますが。意外さ、あまりにも謎過
ぎる展開と締めくくり⽅、でしょうか。

1252 ⼭での怪奇 ⼀般審査員I 10 10 11 12 11 54 ２回読んだけどよくわからなかったです。ワンちゃんは死んでなかったってこ
とですか？なぜワンちゃんの死体がみえたのでしょう？そして以後のワンちゃ
んたちの威嚇はなぜ？？考えても答えがです不気味です。

1252 ⼭での怪奇 ⼀般審査員J 15 14 15 13 15 72 ⽝の死体は、何だったのか？なんの意味を表しているのか？をよく理解できな
いのが良かった。

合計 138 133 136 132 138 677
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